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1．はじめに 
本書は福島原発事故 10 年の節目に、放射線被曝被害者の支援の運動の先頭に立って

活動してきた著者が科学者の立場から、国際的に核を推進する IAEA(国際原子力機関)、
ICRP(国際放射線防護委員会)、UNSCEAR（原子放射線に関する国連科学委員会）など
からなる原子力ロビーによる被曝の隠蔽を暴き、ICRP の放射線被曝体系の根本的な間
違いを批判し、正しい放射線被曝の科学を提示した書である。原子力ロビーとは IAEA、
ICRP、UNSCEAR など国際的に核の利用を推進する国家・企業の利益のために巧みに
働きかけている組織である。 
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2．ＩＡＥＡはチェルノブイリ事故後、「住民に被曝を強制し、避難させない」政策に
転換した 

チェルノブイリ事故 10 年を経た 1996 年、IAEA など原子力ロビーは、大量の被曝を
容認し、住民を避難させない政策へ転換した。その指示の下、日本政府は、チェルノブ
イリ事故では年間 1ｍSv(ミリシーベルト)以上で認められた避難の権利を福島原発事故
では認めず、20mSv までの被曝を容認し、その汚染地への帰還を強制している。この
ことは汚染地に住む数百万人の住民に汚染地での被曝労働と汚染した農水産物で生活す
ることを強制するものである。著者が言う「知られざる核戦争」の最前線である。これ
はあらゆる戦争と同様に最も基本的な人権、健康で安全な生活を送る権利を侵害するも
のである。 

 
3．隠蔽され続けてきた内部被曝 
被曝には体の外から放射線を受ける外部被曝に対して、呼吸や食事で放射性物質を体

内に取り込む内部被曝がある。とりわけ広島・長崎の被爆でも無視されてきた内部被曝
は本質的に重要である。ところが日本の食品基準 1kg 当たり 100Bq(ベクレル)は緩すぎ
るのである。例えばセシウム 137 を毎日 100Bq づつ、1 年間摂取する（合計で 36500Bq）
と、ICRP の理論で 12000Bq が体内に蓄積する。体重 60kg の人とすると 1kg 当たり
200Bq となり、心臓､肝臓や腎臓など多臓器不全で死亡したベラルーシの人たちの蓄積
濃度に近くなる。ところが ICRP の理論に基づけば、セシウム 137 の 77000Bq の摂取を
1ｍSv の被曝に換算して安全としているのである。 

矢ヶ﨑氏たちの政府の人口動態調査を用いた推計では 2011 年から 2017 年までの 7 年
間に日本で過剰に死亡した人が 27.6 万人に上るという。同期間に出生数の異常減少は
27.1 万人である。沖縄でも老衰による死亡率が高いと言うことなので、食品を通じた内
部被曝が主な原因として検討されるべきである。体内に蓄積したセシウムなどの放射性
元素は水などから活性酸素を発生させ､脂肪膜である細胞膜を破壊し、臓器を損傷する。
この細胞膜の破壊は外部被曝の線量の 5000 分の 1 の線量で起きる。この放射線の間接
的効果である活性酸素を介しての細胞膜の破壊はペトカウ博士が発見したのでペトカウ
効果と呼ばれる。このセシウム 137 等の体内蓄積による多様な病気がチェルノブイリで
は多発しており、「長寿命放射性元素取り込み症候群」として大きな健康被害をもたら
している。本書の著者はこれを「活性酸素症候群」と呼んでいる。 

 
4．ＩＣＲＰの放射線被曝体系はもはや科学ではない 
ICRP に基づく放射線被曝の体系は広く普及し、日本をはじめ世界の医学・放射線科

学の基礎ともなっている。この ICRP の放射線被曝の体系が、「放射線被曝を隠蔽する
『エセ科学』であると告発し、正しい被曝の科学を提示するのが矢ヶ崎克馬氏の本書で
ある。その理由・根拠は次の通りである。 



3 
 

自然科学の対象は､客観的に存在する物質である。その物質に何かが作用したとき
に作用の具体的現れを作用の帰結として因果関係を明らかにするものが科学である。因
果関係が法則的に捉えられたとき、科学的に解明されたという。 放射線の害悪の根源
は原子の結びつきを破壊することである。ICRP の被曝体系は電離の具体性を捨象し、
生体の修復能力が電離の具体性に依存することを不問に付し、具体性のないエネルギー
だけを取り扱い対象とする。そのうえ、電離を受けなかった大量の細胞を「吸収線量」
計算に参入させることを制度化する。その方法として､臓器/組織あるいは全身での質量
で吸収エネルギーを基準化している。それが「吸収線量」である。ICRP は吸収線量を
被曝の影響を捉える唯一の因子としている。しかし、有効な科学は、まず具体的な被曝
実態を捉える。これが科学の最も重要な第一歩である。①電離、分子切断等の物理的現
象を具体的に捉え、②それに対する生命体の反応を具体的に捉え、③出力としての健康
被害のメカニズムを検討しなければ被曝防護の体系にならない。「吸収線量」を唯一の
因子とする ICRP の体系は科学としての出発点を持たない。そのうえ､「吸収線量」さえ
定義どおりに使用せず、「照射線量」で置き換えている。このことにより､ 細胞等の培
養実験、動物実験等の結果は全て放射線の被害を過小評価する方向で整理される。 

ICRP は以上のように科学をすることを排除した体系である。生体の反応に対す
る科学/事実はブラックボックスに押し込められた。放射線による健康被害は活性酸素
症候群と呼ぶべき大量の症候群を成す。しかし、ICRP はブラックボックスに閉じ込め
ることによって､事実上がんと少数の臓器の健康不良にとどめている。ICRP は「吸収線
量」の計測単位を臓器あるいは組織ごととする。内部被曝の場合、圧倒的に多量な「電
離を受けない細胞」を含めて平均化する手法で､ 電離の具体性を数値上で隠蔽す
る。･･･総じて内部被曝を無視する政治的目的の具体化である。 

 
5．正しい放射線被曝の科学の構築に向けて 
本書推薦者の理解したところでは ICRP の被曝体系は吸収線量のみを被曝の作用とし

て導入し、生命体における具体的実態、臓器、細胞、遺伝子、免疫機能､ホルモン作用
等々を捨象する。ファントムという人工の物体に放射線を照射する。応答は生命体とは
全く異なるはずである。ICRP は内部被曝を外部被曝の応答ですり替え、応答としてが
んと遺伝的影響、少数の健康被害のみを考慮し、他の被害を無視する。外力と応答とい
う科学の根本を否定する制約を加えた体系で科学たり得ないことは結果を見ずとも想定
されることである。臓器や細胞など生命体の運動、免疫機能やホルモン作用など生きた
生命体の反応を考慮せずして健康被害を論ずることができないのは自明である。ICRP
は細胞学や内分泌学の発展以前にとどまっているのである。それが内部被曝に対する無
視・無力、特に放射線被曝による活性酸素の発生による健康破壊を無視することになる
のである。原因は体系の根本にあるため改良は不可能である。ペトカウ効果による細胞
膜の破壊など細胞なしに議論できるはずがない。それ故、日本はもとより世界の放射線
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被曝の専門家、医学者に根本的な「放射線被曝の科学」の転換を迫るものである。これ
まで広く普及していた学説の否定というその衝撃の大きさの故に、信じがたいと思われ
る人も少なくないと思う。しかし、科学は過去には正しいと信じられたものが否定され、
より普遍的で正しい真理に接近することが常である。連続的な変化もあれば革命的な変
化で根本的な体系の改変を伴うこともある。私はこの矢ヶ﨑氏の告発は科学的に合理的
であり、真実であると確信する。 

 
6．終わりに 

本書のような ICRP に対する批判は矢ヶ﨑氏以前に欧州放射線リスク委員会（ECRR）
が 2010 年勧告（山内知也監訳、明石書店、2011 年）で行っている。しかし、矢ヶ崎氏
の批判がより徹底している。放射線被曝の学問体系の改変はその進歩の上では歴史的必
然である。すでに、チェルノブイリ事故による健康被害をめぐって、健康被害を認めよ
うとしない国際原子力ロビーと住民保護を実施する現地科学者専門家とが対立し､完全
に「科学が二極化」した。大事故の発生とともに、原子力ロビーの現実を無視した露骨
な健康被害の否定から、その正体、被曝を防護せず、逆に強制することが露呈してきた
のである。 

様々な学説の真偽は、客観的な自然現象を具体的に観測し学説と比較対照し、実験を
行うことで検証・確認することができる。真理は常に具体的である。科学はその具体性
に基づき、こちらから働きかける実践を通じてどこまでも真偽を追求することができる。
放射線被曝の科学においても、同様の体系の対立とその転換が起こっていることを証明
しているのが本書である。 

以上のように本書は「放射線被曝の科学の改革」という重要な問題を主題としている。
しかし、本書の内容はこれだけではない。次の目次に示すように、本書はもっと多彩な
内容を簡潔に詰め込んだ豊かな本である。本書には著者の真の科学者として、「エセ科
学」の欺瞞に対する徹底した批判精神があふれている。そして科学的真理を貫徹するこ
とを通じて、民主主義・人権を守る不動の気概が本書の中に直接、間接に現れている。
科学者のあり方の問題としても大変参考になる。 

以下に目次を記す 
第 1 部 東電原発事故で住民は保護されたのか？ 
第 2 部 科学を踏まえた放射線防護の考え方-ICRP は科学体系ではない- 
第 3 部 放射線の本質・定性 
第 4 部 内部被曝と外部被曝 
第 5 部 知られざる核戦争-内部被曝被害は隠されてきた- 
第 6 部 原子雲の構造・生成原理 
第 7 部 物性物理学者が何故被曝研究に？ 

以上 


